
は
じ
め
に

四
国
森
林
管
理
局
に
は
、
大
正

～
昭
和
初
期
の
林
業
関
係
写
真
を

ま
と
め
た
写
真
帳
が
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
写
真
帳
に
は
導
入
後
間

も
な
い
蒸
気
機
関
車
、
米
国
か
ら

輸
入
し
た
当
時
日
本
に
3
台
し
か

な
か
っ
た
架
線
集
材
機
械
、
魚
梁

瀬
森
林
鉄
道
で
空
の
貨
車
を
貯
木

場
か
ら
山
に
戻
す
た
め
に
犬
が
曳

い
て
い
る
様
子
な
ど
の
木
材
搬
出

の
状
況
を
写
し
た
写
真
や
、
治
山

工
事
で
石
積
み
の
堰
堤
を
構
築
す

る
様
子
、
人
力
で
は
げ
山
に
段
を

作
り
苗
木
を
植
え
て
緑
化
す
る
様

子
な
ど
の
砂
防
植
栽
の
状
況
を
写

し
た
写
真
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
当

時
の
人
々
の
林
業
活
動
を
知
る
貴

重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
歴
史
的
価
値
が
認
め
ら
れ
、
平

成
25
年
度
に
林
業
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
中
の
数
点
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

四
国
森
林
管
理
局
保
存
の

大
正
～
昭
和
初
期
の
林
業
関
係
写
真

四
国
森
林
管
理
局
　
企
画
調
整
課

日本森林学会による日本の林業遺産を知ろう！

起工前

工事終了

積苗工事中

工事終了から５年後

大正～昭和初期の林業関係写真をまとめた写真帳

砂防植栽の状況を写した写真
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14
ペ
ー
ジ
下
部
に
掲
載
の
4
枚
の
写
真
は
、
愛

媛
県
周
桑
郡
楠
河
村
大
字
川
原
津
（
現
：
愛
媛
県

西
条
市
河
原
津
周
辺
）の『
永
納
山
国
有
林
35
林
班

い
小
班
』（
約
41
·
96 

ha
）
の
一
部
を
写
し
た
も

の
で
す
。
旧
藩
時
代
は
鬱
蒼
と
し
た
マ
ツ
林
で
し

た
が
、
明
治
維
新
後
の
乱
伐
の
結
果
荒
廃
し
、
極

め
て
乾
燥
し
や
す
い
土
壌
で
あ
っ
た
こ
と
や
極
度

の
落
葉
採
取
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
て
、
全

面
積
の
約
３
分
の
１
が
裸
地（
は
げ
山
）と
化
し
ま

し
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
裸
地
が
拡
大
し
た
こ
と
か

ら
、
大
正
５
年
か
ら
砂
防
植
栽
事
業
と
し
て
積
苗

工
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
起
工
前
の
状
況
を
写
し
た

も
の
で
す
。

右
上
の
写
真
は
積
苗
工
事
中
の
状
況
で
あ
り
、

工
事
費
は
1
町
歩
（
約
0
·
99 

ha
）
あ
た
り
１
千

円
で
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
ク
ロ
マ
ツ

（
針
葉
樹
）と
広
葉
樹
を
混
交
植
栽
し
て
積
苗
工
事

が
終
了
し
ま
し
た
。

右
下
の
写
真
は
、
工
事
が
終
了
し
て
５
年
後
の

状
況
で
す
。
ク
ロ
マ
ツ
は
約
1
·
2
ｍ
、
広
葉

樹
は
約
1
·
5
ｍ
以
上
に
成
長
し
、
成
績
は
良

好
で
あ
る
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

木材搬出の状況を写した写真 ま
た
、
写
真
帳
に
は
、
大
正
期
の
木
材
搬
出
の
状

況
も
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
写
真
は
、

高
知
県
安
芸
郡
田
野
町
の
田
野
貯
木
場
を
起
点
と

し
、
同
郡
馬
路
村
大
字
魚
梁
瀬
の
石
仙
土
場（
魚
梁

瀬
ダ
ム
よ
り
更
に
奥
地
の
奈
半
利
川
沿
い
）を
終
点

と
す
る
森
林
鉄
道
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
延
長

約
41
·
6
k
m
、
軌
間（
レ
ー
ル
幅
）7
6
2㎜
を
約

75
万
円
の
工
事
費
を
費
や
し
て
敷
設
し
て
、
１
台
で一

度
に
2
0
0
石（
約
55
·
65
㎥
）を
運
搬
で
き
る
10
ｔ

蒸
気
機
関
車
３
台
に
よ
り
、
1
年
間
に
12
万
石（
約

3
3
︐4
0
0
㎥
）の
木
材
を
搬
出
し
て
い
ま
し
た
。

魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
は
、
田
野
貯
木
場
～
石
仙
土

場
の
路
線
を
奥
地
に
延
伸
さ
せ
、
千
本
山
、
小
屋

敷
山
、
安
田
川
山
な
ど
の
各
国
有
林
か
ら
生
産
し

た
木
材
を
輸
送
し
て
お
り
、
そ
の
区
域
で
は
年
間

85
町
（
約
84
·
3
ha
）、
18
万
2
千
石
（
約
5
0
︐

6
5
0
㎥
）
を
伐
採
し
て
い
ま
し
た
。
樹
種
は
ツ

ガ
が
全
体
の
約
4
割
を
占
め
、
ス
ギ
、
モ
ミ
が
そ

れ
に
続
き
、
広
葉
樹
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
カ
シ
、
サ
カ
キ
、
ミ
ズ
メ
な
ど
多
様
な

樹
種
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
針
葉
樹
は
用
材

と
し
、
そ
の
枝
条
、
梢
頭
お
よ
び
広
葉
樹
は
製
炭

用
材
と
し
て
供
給
し
て
お
り
、
木
炭
だ
け
で
も
総

生
産
額
が
50
万
貫
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
木

材
を
田
野
貯
木
場
に
運
搬
し
、
ま
た
、
そ
の
余
力

を
活
用
し
て
民
有
林
の
生
産
材
の
輸
送
も
行
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

お
わ
り
に

こ
こ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
写
真
は
全
体

の
ご
く
一
部
で
あ
り
、
四
国
森
林
管
理
局
に
は
こ

の
他
に
も
当
時
の
貴
重
な
写
真
が
多
数
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
閲
覧
、
活
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
四
国
森
林
管
理
局
企
画
調
整
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

大正～昭和初期の林業関係写真
https://www.rinya.maff.go.jp/
shikoku/koho/photobook/index.
html
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